
令和７年度仙台市水の森市民センター主催事業

みんなのつながりがチカラになる防災講座

３D地形から読み解く地域防災
北仙台地域の水の森、東勝山、鷺ヶ森の辺りは高低差のある住宅地です。

第1弾講話編では、東北福祉大学准教授水本匡起先生が作成した赤青メガネ を

かけると立体的に見えるアナグリフ３D地形図を使って、約70年前から最近までの航空写真を

もとに町の移り変わりを知り、地形の特徴から地域に特化した防災について学びます。

※地形からアプローチする防災講座、第2弾として地形を知る楽しい「まち歩き編」を１０月に予定しています。

日時 ９月21日（日）10時～12時
場所 水の森市民センター

対象 どなたでも 50人

申込 8月5日（火）10時～

申込 電話・窓口・フォーム
※お知らせいただいた個人情報はこの講座を
運営するために使用いたします。
※撮影した写真を広報に使用する場合が
ございます。

講師

東北福祉大学准教授

水本 匡起氏

【第１弾 講話編】

【第２弾 まち歩き編】

日時 10月25日（土）13時00分～16時30分

集合・解散 水の森市民センター

定員 ２０人

お申込み・お問合せ先

水の森市民センター

〒981-0962 仙台市青葉区水の森4-1-1

 Tel : 022-277-2711

防災だけでなく

地形の高低差や

段差に興味関心を

                お持ちの方もぜひ！
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